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グリース阻集器認定申請書  

日本阻集器工業会グリース阻集器認定委員会 

委員長          殿 

認定委員会規程第７条第１項に基づく認定を受けたいので、認定委員会認定規則第２条に基づく申請図書を添付して下記の通り申請します。 

流入口 
トラップ 

（流出口） 型式・品番 
呼称寸法 

（Ｌ×Ｗ×Ｈ）㎜ 
材質 

板厚 

（mm） 

水深 

寸法

（mm） 

実容量 

（Ｌ） 

申請 

流入水量 

（Ｌ） 形態 呼び径 形態 呼び径 申

請

内

容

据付方法  
１床吊り（支持金具支持）、２床吊り（つば支持）、 ３地中埋設、 ４床置、 ５増打コンクリート埋設 

    ６その他（具体的に次の備考欄に記入する） 

備

考

（注） 申請書は１機種１枚とし２部提出する。     

受 付 番号  

平成    年     月     日 

住   所  （本 社）  

名           称  

代    表     者                           印    ＴＥＬ  

住    所 （担当者）  

申

請

者

氏           名 印    ＴＥＬ 
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※

太
線
の
中
だ
け
ご
記
入
下
さ
い
。

試験番号 － －

受 付 平成 年 月 日
試 験 依 頼 書

一般財団法人 日本建築総合試験所 殿 報 告 平成 年 月 日

フリガナ  社 印 

会 社 名

フリガナ  

( 〒  －  ) 住 所

部課名  

フリガナ  

氏名 E-Mail @ 担 当 者

Tel：  －  －  Fax：  －  － 業務課CD記入欄

依

頼

者

請求書送付先 

(どちらかに印) 

□ 

□ 

上記依頼者と同じ 

裏面(次頁)請求書送付先

報告書送付先 

（いずれかに印）

□ 

□ 

□ 

送付 上記依頼者と同じ 

送付 裏面(次頁)報告書送付先 

来所 

試 験 依 頼 の 名 称

試 験 依 頼 の 目 的

報 告 書 宛 名

材料品名及び商品名

試験項目（試験方法） 試験体数（形状寸法等） 試験室記入欄 業務課記入欄 

↑ ※試験単価・名称・件数を記入 

試 験 体 持 込 日 平成  年  月  日 試験体引取り日 平成  年  月  日 

試 験 希 望 日 平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

その他当所への連絡事項（試験内容等の打合せ担当者が上記依頼者と異なる場合、請求・お支払に関する事項等ご記入下さい。）

※試験依頼書は、契約書及び請書に代わるものです。試験申込み要領（別紙）は、契約の一部を成すものです。 

(一財)日本建築総合試験所 記入欄 

試験開始予定日:平成    年    月    日 試験終了予定日:平成    年    月    日 報告書発行予定日:平成    年    月    日 受付手続きが完了しましたので､試 
験依頼書控(ｺﾋﾟｰ)を提出致します｡ 

業 務 課 長 主 査 業 務 担 当 者 部 長 試 験 室 長 打 合 担 当 者 

報 告 書 発 行 日 

試験料金   正

請 求 額  請求日：    請求書№： 
副

入 金 額  入金日：    現金 ： 振込 
郵送： 来所 ： ( )
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※以下については、請求書送付先・報告書送付先が前頁（表面）の依頼者と異なる場合のみ記入して下さい。 

フリガナ  

会 社 名

フリガナ
部課名  

氏名

住所 ( 〒  －  ) 
担 当 者

Tel:  －  －  Fax:  －  － 業務課CD記入欄 

請
求
書
送
付
先

請求書宛名 

（上記と異なる場合のみ記入） 

フリガナ  

会 社 名

フリガナ 
部課名  

氏名

住所 ( 〒  －  ) 

報
告
書
送
付
先

担 当 者

Tel:  －  －  Fax:  －  － 業務課CD記入欄 

※ 表面に記載された依頼者以外の共同依頼者については、以下に記入・社印押印して下さい。4社以上の共同依頼の場合、共

通の依頼書で提出することが困難な場合は、別に依頼書を記入・社印押印して提出して下さい。 

フリガナ  社 印 
会 社名

( 〒  －  ) 
住 所

部課名
フリガナ

氏名
Tel：  －  －

共
同
依
頼
者

担 当者

Fax：  －  －  E-Mail @ 

フリガナ  社 印 
会 社名

( 〒  －  ) 
住 所

部課名

フリガナ

氏名
Tel：  －  －

共
同
依
頼
者

担 当者

Fax：  －  －  E-Mail @ 

フリガナ  社 印 
会 社名

( 〒  －  ) 
住 所

部課名
フリガナ

氏名 Tel：  －  －

共
同
依
頼
者

担 当者

Fax：  －  －  E-Mail @ 
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大形グリース阻集器認定申請書  

日本阻集器工業会グリース阻集器認定委員会 

委員長          殿 

認定委員会規程第７条第２項に基づく認定を受けたいので、認定委員会認定規則第３条に基づく申請図書を添付して下記の通り申請します。 

型式・品番 
呼称寸法 

（Ｌ×Ｗ×Ｈ）㎜ 

実容量 

（Ｌ） 日  本  阻  集  器  工  業  会 

認  定  機  種  型  式  ・  品  番 

申

請

内

容
据付方法 １床吊り（支持金具支持）、 ２地中埋設 

備

考

（注） 申請書は１機種１枚とし２部提出する。     

受 付 番号  

平成    年     月     日 

住   所  （本 社）  

名           称  

代    表     者                           印    ＴＥＬ  

住    所 （担当者）  

申

請

者

氏           名 印    ＴＥＬ 
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グリース阻集器同一機種認定申請書  

日本阻集器工業会グリース阻集器認定委員会 

委員長         殿 

認定委員会規程第７条第３項に基づく認定を受けたいので、認定委員会認定規則第４条に基づく申請図書を添付して下記の通り申請します。 

認定を受けた原機種の認定番号  

（注） 申請書は１機種１枚とし２部提出する。     

受 付 番号  

平成    年     月     日 

住   所  （本 社） 

名           称 

代    表     者                             印    ＴＥＬ 

住    所 （担当者） 

申  

請

者

氏           名 印    ＴＥＬ 

 申   請   機   種 認 定 を 受 け た 機 種 

型   式   ・   品   番   

呼称寸法（Ｌ×Ｗ×Ｈ）㎜   

材                質   

板   厚  （ mm ）

水 深 寸 法 （ mm ） 

実   容   量 （ Ｌ ） 

申 請 流 入 水 量 （Ｌ）  

形    態   

流 入 口
呼 び 径   

形    態   ト ラ ッ プ 

（流 出 口） 呼 び 径   

据    付    方    法   

申    請    概    要 

イ、流入口の形態変更               ニ、型式 ・ 品番の変更 

ロ、トラップの形態変更               ホ、イ～ニ以外の変更 

ハ、本体板厚の変更      

申 

請 

内 

容

申請概要ホの場合の

イ～ニ以外の変更の内容



試 験 番 号 ：

受 付 日 ： 平 成 年 　　月 　　日

報 告 日 ： 平 成 年 　　月 　　日

　　環境試験室長

　　　　　　　田 中 　学

　報告書発行責任者

一般財団法人 日本建築総合試験所

　試 験 研 究 セ ン タ ー

ⅣＢ － ００ － ００００

グリース阻集器の性能試験

成 績 書 ０

　センター長

　　工学博士　井上　一朗
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会 社 名

所 在 地

Ｌ mm× Ｗ mm× Ｈ mm

：

：

：

：

実容量を測定した結果、SHASE-S 217に示す許容差に適合した。

(a)申請量： (b)実測値：

検査した結果、サイホン現象は発生しなかった。

　 ４回目 ５回目

有・無 有・無

±0mm ±0mm

た い 積 残 さ
流 出 確 認 検 査

検査した結果、30回の累積阻集効率は99％であり、SHASE-S 217に示す規定
値（96%以上）に適合した。

有・無 有・無 有・無

水位変化量 ±0mm ±0mm ±0mm

サイホン現象の
確 認 検 査

１回目 ２回目 ３回目

漏 水 検 査 漏水検査の結果、いずれの部位にも漏水は認められなかった。

機 能 性 検 査 阻集器各部を検査した結果、機能的に問題はなかった。

ｻｲﾎﾝの有無

備 考

試 験 方 法

SHASE-S 217-2016「グリース阻集器」による。
板厚寸法確認検査、剛性試験および上昇水位確認検査の追加試験は、
「グリース阻集器認定委員会規定」による。
試験装置の概要を図１に示す。

試 験 年 月 日

形状・寸法検査
形状が図面と同一であり、阻集器各部の寸法を実測した結果、SHASE-S 217
に示す許容差に適合した。

実 容 量 検 査

流入回数

申 請 流 入 水 量

材 料 構 成

本 体

バスケット

隔 板

ト ラ ッ プ

流 出 口 形 態 呼 び 径

流 入 口 形 態 呼 び 径

製
造
者

製 造 年 月 日

実 容 量

型 式 ・ 品 番

呼 称 寸 法

水 深  mm

追 加 試 験
試験の結果、グリース阻集器認定委員会規定に適合した。
結果の詳細を別表２に示す。

構

造

検

査

結

果

試験体の外観を写真１に、その詳細を別図１～３に示す。

依
頼
者

会 社 名

所 在 地

試

験

体
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％以上 （SHASE-S 217による判定値　90％以上）

％以上 （SHASE-S 217による判定値　95％以上）

流入回数と阻集効率の関係

・試験結果の詳細を別表１に示す。

一般財団法人　日本建築総合試験所
（所在地：大阪府吹田市藤白台５丁目８番１号）

試験研究センター　環境部　環境試験室
試験責任者：　　　　、　試験担当者：

阻 集 効 率
累 積

備

考

試 験 担 当 者

試 験 機 関

適　　　　　・　　　　　否

性

能

試

験

結

果

SHASE-S 217による判定

各 回

80

85

90

95

100

0 10 20 30 40 50 60 70

阻
集

効
率

（
％
）

流 入 回 数 （回）

各回

累積

▼（許容累積阻集効率：95％）

▼（許容各回阻集効率：90％）
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写真１　　試 験 体 の 外 観

図１　　試　験　装　置　概　要　図（寸法単位：㎜）

流出管　VPφ100

試験体　

側溝

貯湯槽　

平面図　

水位計　

排出口　

試験体　

流出管

貯湯槽　

Ｔ形継ぎ手　

側溝

立面図　

水位計　

温度計　

温度計

バルブ

電磁弁　

700　1750　

700　

1750　

75
0　

グリース投入器　

コック　

300

採集槽　

排出口　

採集槽　

排出

バルブ　

VP φ100

グリース投入器
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測定箇所 測定値

① ○○mm

② ○○mm

③ ○○mm

④ ○○mm

⑤ ○○mm

⑥ ○○mm

⑦ ○○mm

⑧ ○○mm

⑨ ○○mm

⑩ ○○mm

Ａ面 たわみ率○○％

Ｂ面 たわみ率○○％

③上昇水位確認検査

1.5％以下 適　・　否
②剛性試験

（ＧＦＲＰ製の場合）

標準水位面より＋○○mm
流入口下端と標準水
位面との高さ寸法差

±○○mm
適　・　否

別表２　グリース阻集器認定委員会規程における追加試験結果

試験・検査項目 規　定　値 判　　　定

①板厚寸法確認検査
（ＧＦＲＰ製の場合）

試験・検査結果

申請板厚（○○mm）
以上

平 均 値
（適　・　否）

最 小 値
（適　・　否）
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検査

検査

検査

流入口下端から標準
水位面までの高さ寸
法以下（≦○○mm）



　試   験   室   気   温

　流   入   水   温   度

　投 入 グ リ ー ス 温 度

各回 累積 各回 累積 ５回分 累積 ５回分 累積 ５回分 累積

(各回) (各回) (各回)

Ｎ Ｇt1 Ｇt2 Ｖw1 Ｖw2 Ｇe1 Ｇe2 Ｇi1 Ｇi2 Ｅ1 Ｅ2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

別表１（１）　　グ リ ー ス 阻 集 器 の 性 能 試 験 結 果

試　験　年　月　日

試
験
条
件

型式・品番

投　　入
グリース

徳島製油株式会社製
純正ラード“トクセイラード”

阻集器から流出
したグリースの
質　　　　　量

[ｇ]

Ｑw

[％][ｇ]

流
入
回
数

流入流量

[ /min]

投入グリース
の　 質 　量

[ｇ]

流 入 水 量

[ ]

阻集器内に阻集
されたグリース
の　　質　　量

阻 集 効 率

[36]
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各回 累積 各回 累積 ５回分 累積 ５回分 累積 ５回分 累積

(各回) (各回) (各回)

Ｎ Ｇt1 Ｇt2 Ｖw1 Ｖw2 Ｇe1 Ｇe2 Ｇi1 Ｇi2 Ｅ1 Ｅ2

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

流入流量
投入グリース
の　 質 　量

流 入 水 量
流
入
回
数

阻集器から流出
したグリースの
質　　　　　量

阻集器内に阻集
されたグリース
の　　質　　量

阻 集 効 率

[ｇ] [ ] [ /min]

Ｑw

　阻集器から流出したグリースの採集は、流入回数５回分ごとにまとめて行った。
備

考

[ｇ] [ｇ] [％]

別表１（２）　　グ リ ー ス 阻 集 器 の 性 能 試 験 結 果
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第     号

平成   年   月   日

審 査 結 果 書

[38] 

殿

日 本 阻 集 器 工 業 会 

グリース阻集器認定委員会 

                                委員長 

認定委員会規程第９条に基づく認定の可否の結果は、下記の通りである。 

申請受付年月日 平成  年 月  日 受付番号

型式・品番 
呼称寸法 

（Ｌ×Ｗ×Ｈ）mm 

実容量  

（Ｌ）  

申請流入水量 

（Ｌ） 
備  考  申

請
機
種

構造の審査結果 可  ・  否 構

造

審

査

検 査 所 見 

不合格特記事項 

性 能 試 験 実 施 年 月 日 平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日

各回の阻集効率（％） 累積阻集効率（％） 備    考 
性 能 試 験 結 果 

審 査 結 果 可  ・  否 

性

能

試

験

検 査 所 見 

不合格特記事項 

許容流入流量 ( L ／min) 標準阻集グリースの質量 (㎏) 
性能の表示

SHASE-S217-2016 に 基 づ い て

認定を受けた番号
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平成   年   月   日

大形グリース阻集器審査結果書

[39]

殿

日 本 阻 集 器 工 業 会 

グリース阻集器認定委員会 

                                委員長 

認定委員会規程第９条に基づく認定の可否の結果は、下記の通りである。 

申請受付年月日 平成  年  月  日 受付番号

型 式 ・ 品 番 
呼  称  寸  法 

(Ｌ×Ｗ×Ｈ)mm 

実容量 

( L ) 

日 本 阻 集 器 工 業 会 

認 定 機 種 型 式 ・ 品 番 

申

請

機

種

審 査 結 果 可  ・  否 

検 査 所 見 

不合格特記事項 

許容流入流量 ( L ／min) 標準阻集グリースの質量 (㎏)
性 能 の 表 示

SHASE-S217-2016 に基づいて

認定を受けた番号



様式 ８                             認定委員会認定規則 

[40] 

第   号 

認  定  書

日本阻集器工業会グリース阻集器認定委員会制定の「認定委員会 

    規定」に基づき、空気調和・衛生工学会規格ＳＨＡＳＥ－Ｓ ２１７－

２０１６ (グリース阻集器)による構造の審査及び性能試験を行った結

果、貴社当該製品は同規格に適合していることを認定する。尚、認定

にあたっては、認定委員会規程第２条第２項を適用した。 

平成  年  月  日 

日本阻集器工業会グリース阻集器認定委員会

委 員 長

記 

１  認 定 番 号    

２  申請者住所氏名    

３ 形 式・品 番    

４ 性 能 の 表 示   許容流入流量        （L/min） 

標準阻集グリースの質量      （ｋｇ） 

５  試 験 機 関    

６ そ  の  他   構造及びその他は、裏面及び別紙による。 



[41] 

認定書 別紙 

認 定 機 種 構 造 一 覧 表

流入口 トラップ

（流出口） 認定年月日 形式・品番 材質 板厚 

形態 呼び径 形態 呼び径 

印



様式  ９ 認定委員会認定規則

[42] 

認  定  証  票 

１１０㎜ 

                赤 色        白 色 

６
０
㎜

白 色       白 色 数字及び番号は算用数字

黒 色  

       注） シール材質は、厚さ５０μｍの印刷用粘着フィルムとする。                 

         シール地の色は、アイ色（Ｄic17 版 184、またはその近似色）とする。     



様式 １０                              グリース阻集器同一機種認定要領

第   号

平成 年  月   日

同 一 機 種 審 査 結 果 書

[43] 

 殿

日 本 阻 集 器 工 業 会

グリース阻集器認定委員会

                                委員長 

認定委員会同一機種認定要領第５条に基づく同一機種認定の可否の結果は、下記の通りである。

申 請 機 種 認 定 を 受 け た 機 種

型 式 ・ 品 番

呼 称 寸 法(Ｌ×Ｗ×Ｈ)mm
材 質

板    厚 （mm）

水 深 寸 法 （mm）

実  容  量 （ L ）

申 請 流 入 水 量（ L ）

形 態
流 入 口

呼 び 径

形 態トラップ

（流出口） 呼 び 径

据 付 方 法

申 請 概 要

イ、流入口の形態変更        ニ、型式・品番の変更

ロ、トラップの形態変更       ホ、イ～ニ以外の変更

ハ、本体板厚の変更         

申

請

内

容

申請概要ホの場合の

イ～ニ以外の変更の内容

構造の審査と性能試験により

認定を受けた原機種の認定番号

結 果 可 ・ 否

検
査
所
見

／

不
合
格
特
記
事
項


